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愛媛県地震被害想定調査の
　　　　最終報告が公表されました !!

　愛媛県は、独自に調査した「愛媛県地震被害想定調査」について、平成25年６月10日に地震被害想定調
査結果（一次報告）として、南海トラフ巨大地震のほか、本県に大きな影響を及ぼす４つの地震による被
害想定を実施し、「震度分布」「液状化及び土砂災害の危険度」「津波高や浸水域」を発表しました。
　今回、平成25年12月26日に最終報告として、愛媛県に最大の被害を及ぼす地震は「南海トラフの巨大地
震」であるとし、「建物被害」「人的被害」「ライフライン被害」等を取りまとめ公表しました。

地震被害想定調査の経緯は？地震被害想定調査の経緯

　南海トラフ巨大地震（陸側）のケースにおける「冬深夜」「冬１８時」「夏１２時」の季節時間帯で条
件設定しており、県内で最大となる時間帯を記載しています。（合計は小数点以下の取り扱いで合わない場合あり）

西条市の被害概要西条市の被害概要

　○巨大地震が発生すれば、これまで経験したことがない規模の被害を受けることになりますが、耐震化
　　や早期避難等、対策を講じることによって被害は軽減することを十分理解し、平時からしっかり備え
　　ることが必要です。
　　※建物の耐震化、家具等の転倒・落下防止対策、津波避難の迅速化を100％とすれば、死者数は６分
　　　の１から７分の１に軽減できる。
　○施設等や経済的な被害については、被害ゼロを目標にすることは現実的でなく、被害の拡大を少しで
　　も抑えることができるよう各々が対応できることを見極め備えておくことが重要です。
　○今後、一連の被害想定結果を踏まえ、県と市町で構成する「広域防災・減災対策検討協議会」におい
　　て、広域防災活動要領や人的被害等を軽減する減災プログラムの作成を検討するなど、被害想定の総
　　合的な検証を行うことにより、県と市町が「チーム愛媛」として、より緊密な連携体制を構築し、南
　　海トラフ巨大地震への備えを強化していくこととしております。

防災・減災の基本的な考え方と今後の方針防災・減災の基本的な考え方と今後の方針
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■建物被害 （冬18時　強風）単位：棟

全 壊 棟 数
半 壊 棟 数 ―

上水道 下水道 電　力 ＬＰガス固定電話

55,957
99.8％

9631,36563,845
99.8％

59,329
99.8％

41,317
95.3％

■ライフライン被害 （冬18時　強風）
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■人的被害

●交通、生活支障、その他の被害等については、県のホームページ等でご確認ください。
　県ホームページアドレス：http://www.pref.ehime.jp/bosai/higaisoutei/higaisoutei25.html

（冬深夜　強風）単位：人
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今月の報告今月の報告
子ども防災サミットでつながるベトナム・フエ市との防災の輪子ども防災サミットでつながるベトナム・フエ市との防災の輪
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　12月19日に総合文化会館で、市内小学校６年生
全員が一堂に会して防災学習の実践発表や意見交
流などを行う「子ども防災サミット」を開催しま
した。
　サミットには、ＪＩＣＡ（国際協力機構）の草
の根技術協力プロジェクトの一環として、当市が
防災教育プログラムの開発・実践を支援している
ベトナム・フエ市から、同市公安局のチュオン・
ディン・ドゥック副局長をはじめ、現地で防災学
習を実践している子どもたち６人を含む研修団11
人が出席しました。はじめに市内代表校の徳田小

学校と神拝小学校の子どもたちが実践発表を行い
ました。その後、フエ市のチュー・バン・アン中
学校とファン・サオ・ナム中学校の子どもたちも
現地で取り組んだ防災学習の成果を元気よく発表
しました。
　チュー・バン・アン中学校の子どもたちは、地
震と津波の被害や対策を発表。ファン・サオ・ナ
ム中学校の子どもたちは、タウンウォッチングを
通じて発見した、自分たちが住んでいるまちの危
険な場所や安全な場所、子どもたちが考えた防災
対策を発表しました。

　フエ市の子どもたちは、発表に続いて行われた
意見交流にも参加し、「地震や津波は、いつ起き
るかわからない。自分の命を守り、周りの人の命
を助けたいと思い、いろいろ調べた」と語りまし
た。また、今回のサミットには東日本大震災被災

地の福島県相馬市から、同市地域防災対策室の宮
崎富由室長も出席されました。
　サミットの締め括りに「各家庭で、各個人で備
蓄をしておくことが必要。避難経路も一つだけで
なく、複数考えておいてほしい」との講評を述べ
られました。

　滞在中、研修団の皆さんは市役所を表敬訪問し
たほか、消防団詰所や造船工場などを見学し、熱
心に研修に取り組まれました。子どもたちはホー
ムステイを通じて、日本の生活文化にじかに触れ
ました。特に、生まれて初めて「雪」を見たこと
は、いつまでも思い出に残る経験となったようで
した。さらに、西条小学校も訪問して児童の皆さ
んと給食を一緒に食べたり、しめ縄作りを体験し
たりして、言葉の壁を越えた交流を深めました。

　フエ市、相馬市、西条市が「防災の輪」でつな
がり、絆を強めた今回のサミット。
　日本ベトナム
外交関係樹立40
周年の「日越友
好年」にふさわ
しい、大変有意
義なものとなり
ました。
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フロアからも意見発表意見交流


